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                                     日本勤労者協議会連合会 

                  ☎・ＦＡＸ 054-273-5130 

                            ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ http://www.kinrokyo.net/ 

＜第２９回全国総会報告特集号＞ ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ   nihon@kinrokyo.net 

                         

 

第２９回ことひら全国総会で 

新たな勤労協運動の構築を確認 

  

 日本勤労協連合会第２９回全国総会は９月２９～

３０日、香川県市仲多度郡琴平町「ことひら温泉・

ホテル琴参閣」に於いて全国各地より１８県１２８

名の参加を得て盛大に開催することができました。 

 

会場に入ると、地元のバンド「夢企画・かた

くり」(写真左）の音楽に迎えられ、和やかな

雰囲気の中、総会が開催されました。 

 

 開会の挨拶に続いて、議長団には地元香川県連・成合美範氏、次期開催県の長崎県連・平野

忠司氏を選出。(写真・下右) 

宇津井賢一・日本勤労協会長の挨拶のあと、来賓の方々からのご挨拶と祝電披露がおこなわ

れました。 

 

 

http://www.kinrokyo.net/
mailto:nihon@kinrokyo.net
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(香川県勤労協会長・森裕行氏↓) 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

運動方針提案では、この 2 年間

の経過報告及び、第 1 号議案

（日本勤労協が統一して取組

む運動課題）（2019～2020 年

度の具体的組織運営）の提案、

第 2 号議案日本勤労協の 2019～2020 年度財政方針、それぞれ

２つの分散会で論議を深めることとし、決算報告と予算案及び

第 3 号議案物資販売事業計画については小委員会で審議するこ

ととしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （来賓） 

 ☆香川県知事 浜田恵造氏  (写真右上) 

 ☆琴平町長 片岡英機氏  (写真右下) 

 ☆こくみん共済 COOP香川推進本部長 鈴木義博氏  

                              (写真下左) 

 ☆社民党香川県連合代表 高田良徳氏 (写真下中) 

 

（メッセージ） 

 ☆社会民主党全国連合党首 又一征治氏   

 ☆社会民主党参議院議員 吉田忠智氏  

 ☆社会民主党徳島県連合代表 前川英貴氏  
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◆福井県連・香川県連・福島県連・佐賀県連より特別報告 
 

その後、運動の交流を深めるため４つの特別報告がおこなわれまし

た。それぞれの活動の経験が報告され大変意義ある特別報告でした。 

① 「まちづくりと勤労協運動」   

（東海北陸ブロック 福井県勤労協・浅野勉氏）（写真右上） 

② 「まちづくりと勤労協運動」    

（四国ブロック 香川県勤労協・小島重俊氏）（写真右２段目） 

③ 「福島原発事故から８年、課題は」 

 (東北ブロック 福島県勤労協・林正二氏)(写真右３段目) 

④ 「オスプレイ導入反対の闘い」   

（九州ブロック 佐賀県連・宮島正明氏）(写真右４段目) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆懇親交流会 

夕食・懇親交流会は瀬戸内の海の幸山の幸をいただきながら、豪華な広間で行われました。 
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会場には日本各地の自慢の地酒、銘酒が振舞われ大好評でした。遠くから、地酒をお持ち

いただいた皆様、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

懇親会の盛り上がりの中で、各県連の自己紹介と今後の活動への決意表明が行われました。 
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◆分散会 

総会２日目は２つの分散会が開催され、各地区の活動報告や課題などが活発に報告されました。 

 

 

 

 

 

● 座 長  南雲 鋭一（群馬県連） 

● 書 記  梨本重雄 （新潟県連） 

● 助言者  宇津井賢一（日本勤労協会長） 

藤田 利男（日本勤労協副会長） 

 

◇座長・南雲鋭一 挨拶 

  群馬で代表を務めさせていただいております、渋

川勤労協の南雲です。第１、第２分散会とも単位勤労

協での活動ということです。発言は簡単明瞭にお願い

します。 

 

◇福井県坂井勤労協・川崎周一 

  年度内の行事を申し上げます。４月に第１４回総会を行いました。６月から７月に生活学

習会を毎年やっています、今年は、私たちの年金ということで社会保険労務士の方の講演会を

行いました。地域に3,000枚のチラシを新聞折り込み、100

軒手配りをしました。８月最後の土曜日３４回になりますが、

夏休み親子映画会で平和に関するものと、アニメの２本立て

です。８月から９月にかけて行政と語る会を行います。坂井

市から市長を含めて７～８人、私ども会員と意見交換会を行

います。１０月には 

ボーリング大会を行います、１４回になります。１１月おわ

りから１２月はじめに推薦の市会議員２人と意見交換会を

行います。２月は、協力している施設の子どもたちとスキー

大会を行います。 

 

◇静岡県袋井市勤労協・太田強 

  ニュースを会費1,000円徴収する際配布しています。年間の主な活動を４月の段階で 

  配布します。 

  袋井は昭和２６年の結成です。袋井市民を中心に組織し、会費は年1,000円です。 

  理美容もやっていますし、その他喜ばれる奉仕活動をやっています。いろいろな行事 

  の参加をやって809名の若い人がいます。 

  活動の基本としては、１点目に自前の会館がありますのでそこを情報の発信基地とし 

  て、会員に場所を提供し、住民の福祉向上に努めています。２点目に地域に密着した 

  活動と会員相互の親睦交流を深めています。３点目行政に提言を行うとともに自から 

 行動しようという基本で年間活動をおこなっています。 

第 １ 分 散 会 
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 １．カーブミラー清掃１５年くらいになります、市の交通協会、静岡県の交通安全協 

 会と静岡県道路愛護協会から表彰を受けました。２．年４回グランドゴルフ大会をやってい

ます。これを通じて会員の拡大に繋がっています、ここ３年

で６０名の新規会員がありました。３．歌声喫茶は毎回３０

人くらい参加します、勤協会館で月曜日開催で定着していま

す。４．平和写真展は１１回目です。市の展示施設をを利用

して無料で８月開催しています。DVD、折り鶴なども行って

います。中日新聞での｢平和の樹｣ということであなたにとっ

て平和とは、という一言メッセージを８６名の方に書いてい

ただきました。５．１０月から１１月日帰りバスツアーを行

っています。 

今年は近くの梅ヶ島温泉に行ってゆっくりしようということにしています。昨年は４０名今

年は３０名の申し込みがあります。６．市政懇談会は１１月に開催しています。自治体要望を

提出し懇談会の会場で市長などから回答をもらっています。７．正月用の飾りも、指定店の方

が安く教えてくれます毎年２０名くらい参加者があります。８．市の要請で松林再生事業とい

うことで、５年植樹をしています。自治会や企業なども参加しています。９．課題ですが役員

も理美容職員も高齢化、その中で会員に対して何を還元できるかという精神でなっていこうと

思っています。 

 

◇広島県安芸市勤労協・三村正義 

 反核平和行進をやっています。現職の労組委員長です。単

組で地域に貢献できる活動ということで勤労協を通じて活

動をしようと思っています。全国の活動を参考にしていきた

いと思います。 

 

◇香川県三豊勤労協・篠原 

 年会費は1,000円です、議案書と会費の半額程度の記念品を配布しながら、その地域の担当

者が集金しています。三豊市職員労働組合が団体加盟です。年間活動は、総会と幹事会ニュー

スの発行、いろいろな研修会、施設見学、地引網、カーブミラー清掃などをやっています。要

で頑張ってくれていた事務局長が亡くなり困っています。今後の課題としては、若い人現役労

働者との繋がりが薄くなっています。いっしょにやろうと誰に声をかければいいのか分からな

いのが現状です。若い人といっしょに頑張っているという話がありましたらお願いしたい。 

 

◇座長 

現役のみなさんが勤労協に関わっているという報告が有りましたら発言をお願いします。 

 

◇福井県坂井市勤労協・川崎周一 

若い人のイメージとはどういう世代の方を言っているのか、私は７０代前半ですが４０代の方

を言っているのか、私からすれば５０代前半も若いなと、現役というと意味でいうと６０代ま

でかとも思う。坂井市は４町合併で市になった。役員構成をどうしようかとなる。現役終った 
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人が会長、現役を事務局長とし流れが途絶えないようにしている。必ず役員は替わるので前任

者、前々任者の資料を見ながらやっています。現役のみなさんを会員としています。 

 

◇福島県会津若松市連合会・齋藤泰雄 

  昨年の福島県の総会で前任の茂木さんから会長を引き継ぎました。結成が1978年で 

  昨年３０回の総会を開催し

ました。現在の会員は８４名で内

女性が６名で男性中心の 

  組織になっています。運動は

男性会員にソフトボール大会、女

性会員にバレーボール大会があ

ったのですが参加者が少なく中

止になっています。今は、８月に

平和フォーラムの下部組織に呼

びかけてビール祭り行っていま

す。 

 勤労協は会津若松市の平和フォーラムに１団体として加盟していますので、平和フォーラ  

ムの反核平和運動に参加したり、毎月１９日に護憲の日ということで市民のみなさんにアピー 

ルをする場に参加しています。会員拡大にはなりませんが会員の交流は行っています。親睦が 

主な運だったと思っています。 

 隣の町に河東勤労協があり、2005年に合併しましたが、勤労協は合併せずお互いの歴史を尊 

重し、お互いの交流をおこなってきました。会津若松市に同

じ課題ということで要望書を提出しました。会津若松市の水

道事業経営審議委員に公募で委嘱されました。 

 福島の現状ですが、会津若松市、河東町、福島市勤労協で

運動をやっています。担い手がいなくなったことが今の県内

の原因かなと思っています。 

 

◇石川県小松市勤労協･吉岡純一 

 自衛隊小松基地の差し止めの裁判闘争をやっています。裁判は日本で最初に起こした裁判で

す。来年の３月頃判決が出る予定になっています。私たちのやっていることは一つは裁判の傍

聴、もう一つは騒音調査を春と秋やっています。 

 ２３年前に小松市勤労協が出来たとき、何をやれば

いいのかというので。アジア・アフリカ救援米、ふれ

あい体験田ということで地域の人たちと田圃をやろ

う、春は田植え、秋は稲刈りハザ架けをやっています。

高齢化で難しくなってきましたが２５年くらいは頑

張ろうと思います。高齢化と役員のやり手の無い中知

恵をださねばならないところですが妙案がうかびま

せん。 
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◇新潟県西蒲労連おとなりネット・中田武 

  おとなりさんネットワークは西蒲労連と一緒に活動をや

っています。今現在３７０名の会員ですが団体の方労働組合で

すが解散したいという話が出ています。財政の方は昨年までは

市から１５万の補助がでていましたが無くなりました。会費は

年３００円です。昨年までは法律相談、地引網もやっていまし

たが財政がなく中止になりました。 

 今年からフードバンク、子ども食堂への支援の取り組みを 

はじめましたが、解散後は個人  会員のみの組織になり不安です。空きかんひろい、花い 

っぱい、多加良まつり参加などやっています。 

 

◇石川県津幡勤労協・森山博明 

 私どもも後期高齢悩んでいるのが現状です。一番若い人で５７才、最高齢は８８才です。会

員で実働できるのが５人、病院の施設に入っている方が５人と

いう現状です。 

 そのあと若い人が入ってこないと新潟と一緒で解散というこ

とになってしまいです。 

  結成以来６０年になります。止めるのは簡単なのですが、

止めてしまうと復活させるのが大変なので、津幡の勤労協をど

う守るか悩んでいます。最終的に事務局を会長宅に置いて連絡

その他は会長が行うしかないのかなというのが現状です。現職の方は入っていません、現職は

ＯＢ となんでつきあわねばならないのかというレベルです。 

 

◇座長 

  だいたい同じような組織の中味のようです。

私のもとの組織は後継者問題があって解散しまし

たが、渋川の勤労協が活動をそのまま継承してい

ただいている。若い人たちを入れように１泊旅行、

ゲートボール大会、市の出前講座、学習会などい

ろいろ工夫をしていますが運動になりえていませ

ん。どこも同じ問題を抱えていると感じます 

 

◇副会長・藤田利男 

 全国勤労協１５年前は２０万人いましたが今年の調査

では大幅に減っています。｢すみよいまちづくり｣いかにし

て参加するか。勤労協とは自治体要求です。あらゆる要求

をしてまちづくりをしていくか、我々の考えているまちづ

くりなので、私たちが崩れたら、まちは崩れます。要求実

現が大事です。補助金は事業をやらなかったらでません。 
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◇長崎県長崎地区労・加世田和志 

 運動するにはお金は必要です。長崎は自治体からの補助金

はありません、地区労からの補助金です。地区労の財政も厳

しくなっています、無くなったらどうなるか。行政に要求し

たらどうなるか、行政が了解する活動にしなければなりませ

ん、足かせがかかります。自分たちで独自の活動が出来るよ

うに財政を確保します。 

 勤労協とは何のためにあるのかを原点に返って考えます。

自治体要求とか選挙、表だってはいえませんが結局そっちに結びつかないと原点に返れません。

地区労は自治体要求を勤労協としてやっています。平和運動もやっています。維持することが

大事です。 

◇座長 

 組織の活性化とともに大事なのは財政です。財政でありましたら報告して下さい。 

 

◇長野県飯田市勤労協・下平雄煕 

 組織では高齢化、若い人がいないのは同じです。 

 連合と話をしまして、今までは個人加盟で運動をしてい

ましたが、団体加盟もできるようにしました。JAMとかの

みなさんのお金をいただいて昨年は2,300名拡大しました。

会費は事業に対して広報をさせていただくという条件を

つけまして加入を進める、そんな組織拡大もあります。 

 財政では、会員会費は1,000円ですが、それではやっていけないわけでして、今行政は盛ん

に協働という言葉を使っています。では、行政と勤労協が協働でやれることは何だということ

を考えてみる時代ではないかと思います。 

 飯田では、駅の自転車置き場の整備、維持管理をやっています。

最近は老朽化してきましたので行政にキチンと整備してほしいと

要求しています。昨年５駅、来年５駅整備するよう話が進んでいま

す。もう一つは、勤労者まつりを行っています。労働行政と結びつ

けて行政から財政を捻出させようという手法はこれからの課題で

はないかと思います。 

 

◇石川県中山町勤労協・吉沢豊 

 高齢化については、５年前から特殊な人の加入があります。 

５年前に町会議員の応援を頼むということで勤労協として応援しました。見事当選しました。 

昨年２期目の当選をしました。１名増えました。２年前は衆議院選挙、このときも応援をして

くれということで応援しました。落ちましたが復活当選しました。２名増えました。 

今年４月県会議員選挙、自民党の一角を倒して当選されました。５年前から３名増えました。 

 

◇石川県白山勤労協・中江河和臣 



 - 10 - 

 昨年、市長交渉でバス会社の組合の要望で近年外国の人が多くいらしゃいます。バス会社と

スキー場で、台湾の人も雪を珍しいという人が多くなっているのでそういう人を助けていこう

ということをやろうとしています。 

 

◇福岡県・高崎新 

 私は日本勤労協、九州勤労協役員を３０数年やってきました。―

資料抜粋― 

いま、私たちに問われているものは。地域には無数の矛盾があり、

その問題の解決するプロセスを通じて住民と結び付くことです。そ

こに私たちが住民運動を推進する勤労協運動の重要性があるので

す。 

 いま、われわれに問われているのは、自らの居住区で一住民とし

て自立し、生活と運動を結合する作風の確立です。勤労協運動は生活そのものです。労働者が

どれだけ地域をよくする運動をしているでしょうか。それは疑問です。社会福祉協議会の調査

によると、ボランテア団体は全国に５万グループ500万人が加入しているそうです。 

 全ての住民に門戸を開いた組織が求められています。地域づくりは、人づくりに始まり、住

民との信頼関係をつくっていく視点が必要です。そして楽しい運動にしていくことです。 

     

 

 

 

 

 

● 座 長 中江川和臣 （石川県連） 

● 書 記 平田 和伸 （石川県連） 

● 助言者 篠原  清（日本勤労協幹事） 

矢野 俊雄（日本勤労協幹事） 

 

冒頭篠原清幹事から、全国の勤

労協運動は運動の立ち上げの違い

や、1953 年頃から税金還付の取り

組み、市民運動などから勤労協運

動が発生してきました。香川県勤

労協としては労働者の横の連帯か

ら消費税反対の闘いや反原発の闘

いを地域居住地型勤労協運動へと

発展してきました。勤労協運動が

目指しているのは、地域を住みよい街にしようというのが基本であり、共同共生の闘いであり

ます。この分散会が各地域の運動を報告しあい、その中で自分の地域へ持ち帰り運動の共有化

を図っていきたい。香川県としても停滞した地域を活性化に結び付けていきたい。と冒頭のあ

いさつがされました。 

その後、分散会参加者から順次発言を求めていくこととしました。 

 

第 ２ 分 散 会 
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①宮城県仙台市泉区勤労協事務局長 細谷さんからの報告です。 

泉市は仙台市と合併し泉区となり、仙台市のベットタウンとなりましたが、合併後も泉区に

は「ふるさと祭り」が開催されており 14～15 万人の人出があり、花火も上がり大変賑わいが

あります。勤労協はそのイベント参加団体として参加しており、焼きそばなどを販売しその利

益金が約 40 万円位の収入があり勤労協運動の収入源となっています。勤労協会費収入は少な

く、ふるさと祭りの収益金で活動を展開しています。財政

関係では２年前に個人会員は 1000円/年、団体会員は 5000

円/年となっているが徴収方法などうまくいっていないの

が現状です。勤労協推薦議員は仙台市議会に、石川氏が本

年８月に６期目の当選を果たすことが出来た。今後は県勤

労協として地域活動に力を入れていきたい。 

 

②石川県金沢市勤労協からの報告です。 

金沢市勤労協は本年６月に第 30 回総会を開催してきま

した。金沢市勤労協は市内に中学校区が１８校区ある中で１６校区に勤労協があり活動を展開

している。活動としてはふれあい体験デー、ボーリング大会、バス旅行、研修ツアーなど年１

回開催し会員のふれあい、交流を深めている。課題として、会員数は多いが行事参加者が少な

い、会員の高齢化、若い会員が入ってこない、活動の参加しない会員も多く悩みである。 

勤労協相談役として市議会議員 3名、県議会議員 1 名になって頂き、相談対応をしている。 

 

 ③長野県飯田 豊丘勤労協

からの報告です。 

豊丘勤労協は働く者の会と

して勤労者の生活向上を目指

し 40 年ほど前に発足しまし

た。当初は数百人が参加して

いたが、私は１５年前に参加

しましたが、現在は５～６人

程度しか活動が出来ない情況

です。私が最後の加入者とな

っています。 

事業としては豊丘勤労協と静岡県焼津市勤労協との交流が３０年間に渡って続いています。

焼津市勤労協へは地元産りんごの販売や依然は地元の祭りに焼津勤労協からマグロを仕入れ、

祭りに提供していましたが、食品衛生法上出来なくなってしまいました。現在は地元では豊丘

まつりにボランティアとして参加しています。また、清掃奉仕活動を取組んでいる。勤労協会

費は 1000円/年であるが会員収入は少なく厳しい現状です。 

今後の課題は会員の高齢化、会員募集も困難、今年度から村の補助金もなくなり今後の運営

のあり方を模索している情況です。 

 

 ④静岡県三島勤労協からの報告です。 

静岡県の特産品の紹介、富士山を初めとする風光明媚な土地、

三島大社や東海道 11番目の宿場町などを宣伝し、三島勤労協は

１９６４年（昭和 39）設立、５５年の歴史があります。その発

生は石油コンビナートの進出問題があり、以前大工場の進出に

より裕福な地下水が枯れてしまったこともあり、三島市の地域
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住民が石油コンビナート反対闘争を強く展開してきた。その中から誕生した勤労協は住民が主

体となって結成されました。反対運動の結果、石油コンビナートの進出は阻止することが出来

ました。 

その後、今日の勤労協がおかれている情況は、少子高齢化、役員の高齢化、価値観の違いな

ど厳しい現状に直面している。現在の活動は自然環境保護活動に力を入れる運動を展開してい

る。川の清掃、富士山麓の植林、下草刈り、竹林な

ど 3000㎡を受け持っている。４月には竹の子狩りに

多くの招待者を招き喜ばれている。秋には収穫祭で

会員の交流を深めている。その他バス旅行、中国人

慰霊碑の慰霊祭参加、県勤労協活動への参加など取

組んでいます。 

 

⑤ 福島県会津若松市内にある河東町勤労協からの

報告です。 

河東町は 2005 年会津若松市と合併しましたが勤

労協組織は合併せず、独自の活動を展開してきました。現在は 62 名の会員がいますが、本年

3月総会において会員拡大のリストアップを行ないオルグの結果２名の会員拡大を図ることが

出来た。しかし、若い人たちが行事に参加してくれないのが悩みです。勤労協会費は 1200円/

年となっているが、平和ホーラムからの助成金や役員のカンパで補っている。自治体要望も社

民党議員だけでは実現できないことから住民組織をつくり会津若

松市勤労協と連盟で要望することを行っている。 

市の水道事業経営審議会に勤労協として参加しているが、昨年水

道法の改正もあり水道事業の民営化問題が課題となっている。各自

治体の中で水道料金問題も地域により大きな料金格差があり、コン

セッション方式などが導入され上下水道の民営化が進められてい

るなかで情報交換し、住民を巻き込み全国的な戦いに発展させてい

きたい。 

本年８月市議会選挙で推薦議員を当選することができた。ビール

まつりや芋煮会など取組んでいきたい 

 

⑥ 福島県連福島市勤労協からの報告です。 

福島市勤労協も高齢化、役員不足など限界に近づいている。議案書 15頁にあるように医療・

介護の問題で現状をお話したい。福島県には医療生協が存在し、旧地区労ブロックが中心とな

って運営に携わってきた出資金

も６億２０００万円あり、介護

関連施設も多数持っている。運

営も２８支部あり、理事会には

半数以上を勤労協か受け持って

いる。健康という誰にも関心の

ある課題で運動に取り入れてい

る。今後も幅広く運動と連携さ

せていきたい。 

 

 ⑦ 勤労協福島県連からの報告です。 

福島県勤労協連合会としての報告をしていきます。県下主要な単位勤労協の実態は河東勤労
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協６２名、福島市勤労協９６名、会津若松市勤労協８６名、双葉

町勤労協は４２名が居ましたが震災後３名となっています。財政

的には全体で 170万円程度、会費収入 17万円、社民党からの支援

金 18万円、自治体協力金 16万円、物資販売収益 95.000円となっ

ています。 

運動の取り組みとしては、社民党や平和フォーラム、日中友好

協会等との連帯した取組み、県連幹事会は年２～３回を開催して

いる。要望事項として高齢化している情況は同じであるが、私案

として会員の奥さんを活動の参加して頂き会員化していくことが

求められている。 

労働組合に会員を求めても極めても困難である。 

 

分散会座長として勤労協自前議員との連携で活動展開している勤労協の報告をお願いした

い。 

 

⑧静岡県掛川市勤労協からの報告です。 

掛川市勤労協はかつて 5000人の会員がいたが、

現在は 250人程度であります。事務局は市用地に

自前事務所を持ち福祉の取組みとして美容室を

設置し美容院 2名を配置しています。予算的には

一般会計 280万円、美容室会計 390万円、役員は

17名となっています。 

後継議員の育成については、6期 22年掛川市議

会議員を務めた堀内会長の後、新人を議員として

当選させてきた。掛川勤労協としては、地域にお

ける勤労市民の強い街を目指してきた。その為に、勤労協としての地域集会を年３箇所ほどで

開催、地域の要望を集約し市政要望として提出し、結果を市政懇談会で報告する。研修会を単

位勤労協として開催、掛川市は非核都市宣言をしたことから具体的取組みを開催、市内公民館

を利用し本年はアクション９として開催し、市内の戦争に関する展示物を集約し展示してきた。

また、児童映画会を放課後児童保育室を中心に行なってきた。福祉施設への雑巾の提供活動も

取組んでいる。 

その他、勤労協活動は長野県松川市農家からりんごの販売、グランドゴルフ大会、習字教室、

手芸教室を取組んでいるが、会員の拡大。役員の後継者づくりなど困

難な課題は多い。 

⑨ 山形県勤労協からの報告です 

山形県勤労協は 1986 年結成されました。既に 34 年が経過してきま

した。当時は市町村毎に勤労協が結成されてきましたが、現在は厳し

い状況となり単位勤労協の解散が進んでいる。しかし、社民党地方自

治体議員がいる所は、勤労協との連携から組織が存続している。 

運動としては平和運動など県平和センターと協力し、脱原発･原水禁

運動に協力し、本年は村上市で開催してきた。本年の第 25回参議院選

挙では野党統一候補が勝利し、60 年振り自民党議席がなくなる成果を

収めた。財政的には単位勤労協からの協賛金や平和センターからの助成金、物資販売などで運

営している。 

役員後継者づくり、役員の高齢化など大きな悩みとなっている。 
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分散会座長からの発言として 

石川県白山市勤労協として、個人会員の拡大に取組んできた結果 100名を越す会員拡大が出

来た。女性会員の拡大も色々な関係を通じて拡大できた。 

今日的情況から労組からの拡大は困難である。 

 

以上の発言を受けて篠原清幹事から集約的答弁が出されました。 

日本社会全体から急速な高齢化社会が進ん

でいる中で、勤労協組織も高齢化、役員後継

者不足、財政不足が進んでいる。若い者は組

織の入りたくない。情報はスマホなどで情報

収集など組織の存続が大変厳しくなっている

ことが最大の課題であります。 

日本勤労協として、今後の勤労協組織のあ

り方について組織検討委員会で検討していく

こととしています。２年後開催される長崎大

会にその結果を報告していくこととしていま

す。 

 本分散会では、各地で取組んでいる素晴らしい活動や取組みが報告されました。少しでも

参考となるものを参考とさせて頂き、各勤労協の運動に加えて頂きたい。 

多くの貴重な報告ありがとうございました。 

座長が以上を持って分散会の集約とさせて頂きます。 

 

 

 

― 特別報告と並行して開催 

 

◇ 出席者   各県連代表（１３名） 

◇ 座 長   藤田 利男(日本勤労協) 

◇ 方針提案と全体総会報告 矢野 俊雄(日本勤労協) 

 

財政小委員会は全体総会の活動方針の提案を受けて、特別

報告がされている 1 日目の同時刻に財政小委員会が開催され

ました。 

 開会のあいさつは藤田利男副会長から、各県連では厳し

い財政状況がある中で日本勤労協に対する会費納入や物資販

売要請に取組んで頂いていることに感謝が述べられました。 

本年は参議院選挙が 7月に施行となったことから全国総会が 9月末となり、日本勤労協の幹

事会の回数や総会準備費用が会計年度を越えて支出するなど、会計内容にも若干の変更があり

ました。本財政小委員会では会計報告に伴うご意見や、課題などを出し合って日本勤労協の運

営に生かしていきたいなどが述べられて審議に入りました。 

執行部からの提案は、橋本事務局長が諸事情で急遽欠席となったことから、矢野俊雄幹事が

座長となって行なわれました。 

活動・財政方針小委員会報告 
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先ず、資料の確認を行い１頁 2017～18年度会計報告、２頁 2017～18年度会費納入表、３頁

１７年度北食品売上表、４頁 18年度北食品売上表、５頁 2017～18年度収支決算書・会計監査

報告書、６頁 2019～20 年度会費納入（案）、７頁 2019～20 年度予算（案）を審議していくこ

ととしました。 

その前段で数字の修正が提案され、日本勤労協 2019～20 年度予算（案）の支出欄の予備費

について 348.273円と修正し、比較欄は 553.727円と訂正が報告されました。 

2017～18年度会計報告から審議に入りましたが、支出の部のうち総会経費が大幅に減額とな

っていることは、第２９回全国総会が参議院選挙などの関係で、九月末となったことから総会

準備経費が 2019 年度になったためと報告がされました。監査報告については八巻利行氏（関

東甲信越ブロック）宮下正一氏（東海北陸

ブロック）により監査を受けて的確に処理

され、確認されていることが報告されまし

た。 

会計報告については特に指摘もなく次の

課題に進んでいきました。 

2019～20年度予算（案）と会費徴収（案）

については、前年と大幅に減額された県連

があるがその経緯についてと会費の徴収規

定はあるのかとの質問が出されました。 

執行部からは３７年前に発足した当時、日本勤労協連合会組織が幹事を出し合っているブロ

ックや県連の財政状況や組織的実態などを検討した結果、幹事選出県連が大きな会費を支払う

こととなった。以降その流れが定着し会費規定が作成されてこなかった。したがって、組織実

態に基づく会費規定はなく、従来の流れが続いてきた現実があります。前日本勤労協会長を受

けて頂いた福岡県連には、永年に渡り会長職などを受けて頂き、大きな会費を納めてきた中で、

福岡県連の今日的組

織実態から減額が余

儀なくされた旨の報

告がされました。 

全国総会の３号議

案について、物資斡旋

要請はどのように決

定されているのかと

の質問がありました。 

執行部からは、日本勤労協の財政が厳しいことから、全国総会は２年毎に開催していくこと

としました。その開催経費は総会準備県連に準備費として支払う１００万円と、役員旅費など

合計１３０万円が必要となります。その経費を生み出すため年間で６５万円、２年で１３０万 

円を物資斡旋の利益金で賄うこととしました。その中で喜多方ラーメンは利益率がよく、２０

個単位で要請せれば輸送外代は企業持ちとなり取扱いしやすいことから、喜多方ラーメンを中

心にお願いしている。 

 他商品でわかめやソーメン等あるが、業界や勤労協以外の他団体も取組んでいることもあ
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りバッテングすることもあるので、勤労協として

は喜多方ラーメンを中心に扱っていくこととして

きた。要請個数については、会費徴収の件で述べ

た通り現行幹事選出県連に多く依存しているのが

実態であり、各県連においては要請数の完全消化

をお願いしていきたいとの答弁がされました。 

 その他特に質問もなく執行部からまとめてい

くにあたって、財政小委員会で出された意見を日

本勤労協幹事会や今後予定されている組織検討委

員会に意見を反映していきたいと集約されて、全体議案を確認し委員会を終了しました。 
 

************************************************************************* 
 

全体集会では、矢野幹事より財政方針小委員会の報告を受け、

第 1号議案、運動方針案、第 2号議案 決算報告・財政方針案、

第 3号議案物資販売事業計画案を満場一致承認決定しました。 

 

 ２０１９～２０年度役員改選に

ついては、会期中に関東甲信越ブ

ロック長野県連の清水可晴氏が退

任後、新潟県連・梨本重雄氏が選出されたことを確認、また東北

ブロック福岡県連の八巻利行監事に替って、同じく福島県連・三

浦正弘氏を監事に選出し、各人とも承認されました。 
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「次期第３０回全国総会は九州ブロック・長崎県連で・・・」 

 総会の最終は総会アピールを採択、次期全国総会を受持つ長崎県連

の平野事務局長からは、記念すべき第３０回全国総会歓迎のご挨拶を

頂きました。 

 

最後に宇津井会長の「団結ガンバロー」を三唱し、日程を終了しました。 

 

☆ブロック・県連別参加者内訳 

◆東  北  １４ （宮城４ 山形３  福島６  秋田１） 

◆関東甲信越 １０ （長野６  群馬１  新潟３ ） 

◆東海北陸  ４０ （福井６  富山７  静岡１２  石川１５） 

◆中・四国  ５４ （香川５２ 広島２） 

◆九  州  １０ （熊本４ 佐賀１ 福岡１ 長崎２ 大分２） 

 

 

           日本勤労者協議会連合会２０１９年～２０２０年度役員 

 

会   長    宇津井 賢 一 （東北ブロック、宮城県連）     再任 

副 会 長    藤 田 利 男 （東海北陸ブロック、石川県連）   再任  

事務局長       橋 本 勝 六 （東海北陸ブロック、静岡県連）    再任 

事務局次長    矢 野 俊 雄 （九州ブロック、熊本県連）     新任 

幹   事   篠 原   清 （中･四国ブロック、香川県連）    再任 

幹   事   梨 本 重 雄 （関東甲信越ブロック 新潟県連）  新任 

会計監査     三 浦 正 弘 （東北ブロック、福島県連）     新任 

会計監査     伊 藤 宏 実 （東海北陸ブロック、福井県連）   新任 

         



 - 18 - 

香川県の皆様 あたたかい「おもてなし」ありがとうございました！！ 
 

いよいよ当日、会場準備お疲れ様です 

 

「優しいスマイルに迎えられて、ホッ」 

 

 

 

「琴平駅」から「琴参閣」まで・・・ 

お揃いの黄色いシャツでずっと待っていてくださった皆さんに、感謝です 



 - 19 - 

 

 

「無事終了！！お疲れさまでした」         「終った～～の拍手、いいですね」 



 - 20 - 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真左：「こんぴらさん」の呼び名で有

名な「金毘羅宮」御祭神は大物主神  

写真右：「琴参閣」の裏にある工場直売

所のこんぴらうどんは本格的なおいしさ

でなんと 200 円！！） 

 

                                         

 

 

 

 

◆総会特集号の配布について、当方の事情で大変遅くなりましたことをお詫び申し上げます。 

◆写真掲載について、当方で皆様のお顔を存じ上げてないため、(分散会など)発言内容とお顔写

真が一致していません。また、すべての発言者のお写真を撮ることが叶いませんでしたこと、

ご容赦ください。（編集者・事務局） 


